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１．門真市新型コロナウイルス感染症対策 概要
新型コロナウイルスの感染拡大を防止し、市民のいのちと暮らしを守り抜くための総合的な取組みを実施

（１）感染症の拡大防止 ①いのちを守る医療提供体制の整備
②感染拡大の防止と収束に向けた取組み

門真市

・保育所等におけるマスク購入等の感染拡大防止策に係る
支援

令和元年度10号補正（3/26）

・新型コロナウイルス感染症対策会議を設置（1/31）
・市ＨＰに新型コロナ特設ページを設置（2/18）
・ツイッターを活用した情報発信
・新型コロナウイルス感染症対策本部会議を設置（2/28）
・市民の感染予防を目的として備蓄していた消毒薬・
マスクを学校等・公共施設に配布
・学校等の臨時休校・公共施設の臨時休館

・イベント等の中止・延期
・防災行政無線の放送
・自治会等回覧板により高齢者等に向け情報提供（4/8）
・窓口対応の職員に対してマスクを配布
・職員の在宅勤務を取り入れた勤務体制の実施（4/15）
・窓口に飛沫ガードを設置（4/20）
・新型コロナウイルス感染症専用ダイヤルを設置（4/28）
・新型コロナ対策ポスター・イラストの作成・活用周知（5/26）

・民間保育所等におけるマスク購入等の感染拡大防止策
に係る支援
・産後ケア事業を行う施設における感染拡大防止策
・市立図書館の再開に伴う新型コロナウイルス感染症拡
大防止策として、図書消毒器等の購入
・８月授業実施に伴う、熱中症対策として全児童生徒配
付用の冷感タオル購入

令和２年度５号補正（6/18）

・特別支援学校等の休校に伴う放課後等デイサービス支
援事業の増額
・乳幼児健康診査事業における新型コロナウイルス感染防
止策の実施
・備蓄用マスク及び消毒液購入
・小中学校用非接触体温計及びマスク購入

令和２年度２号補正（3/26）

・市長選挙執行における新型コロナウイルス感染防止策
・放課後児童クラブ用非接触体温計及び空気清浄機購入

令和２年度３号補正（4/27）

・こども発達支援センターにおける網戸設置等感染症拡大
防止策
・避難所における感染症対策物資の拡充

令和２年度７号補正（7/30）

・庁舎清掃用ペーパータオル購入
・放課後児童クラブ等の感染症拡大防止の環境整備

令和２年度８号補正（8/18）

・女性サポートステーション等感染症拡大防止の環境整備
・検体採取センターの設置
・コロナ禍での災害発生時へ災害医療協力病院と情報連
携するため、防災無線を整備
・指定管理施設への感染拡大防止策支援金
・密を避けるため、成人式をオンライン参加を含めた２部制
で開催

令和２年度９号補正（9/18）

・高齢者、妊婦、乳幼児～小学６年生までインフルエンザ
予防接種助成

令和２年度10号補正（9/18）

・市内介護老人福祉施設等の新規入居者で希望する市
民を対象とした民間検査機関でのＰＣＲ検査の実施体
制整備
・放課後児童クラブ、地域子育て支援センター、なかよし
広場、ファミリー・サポート・センター、保健福祉センター診
療所における感染症拡大防止の環境整備
・家庭児童相談事業における感染拡大防止策の実施

令和２年度11号補正（12/17）

・国の要請に基づく新型コロナウイルスワクチンの接種体制
確保

令和２年度12号補正（12/17）
令和２年度13号補正（2/9）
令和２年度16号補正（3/18）

・保健福祉センター診療所感染症対策
・ワクチン接種会場等の整備
・中学校体育館空調整備

令和３年度１号補正（３/18）

令和３年度３号補正（5/24）

・市民課窓口で待ち時間を解消するため体制整備

・市民交流会館（中塚荘）における空調整備
・上野口保育園における空調整備
・歴史資料館における空調整備
・密を避けるため、成人式をオンライン参加を含めた２部制で開催

・自宅療養者に対し、食料品及び日用品の調達及び配送

令和３年度５号補正（６/23）

令和３年度４号補正（６/23）

・国の要請に基づく新型コロナウイルスワクチンの接種証明書を交付
するための体制整備

令和３年度６号補正（７/21）

・地域子育て支援センター（ひよこルーム）空調整備
・新型コロナウイルスワクチン接種体制を11月末まで継続

令和３年度７号補正（９/22）

・新型コロナウイルスワクチン３回目の接種体制を確保

令和３年度９号補正（11/8）

・アルコール噴霧器等を購入
・指定管理施設への感染拡大防止策支援金
・小中学校における感染症拡大防止の環境整備

令和３年度10号補正（12/16）
令和３年度17号補正（2/24）

・新型コロナウイルスワクチン４回目、５回目の接種体制を確保

令和４年度４号補正（６/６）
令和４年度５号補正（８/16）

・高齢者インフルエンザワクチン定期接種者に費用助成

令和４年度７号補正（９/６）
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（２）くらしと経済を支えるセーフティネットの強化 ①生活とくらしを守り、安心安全を確保
②雇用の維持と事業の継続

１．門真市新型コロナウイルス感染症対策 概要
新型コロナウイルスの感染拡大を防止し、市民のいのちと暮らしを守り抜くための総合的な取組みを実施

門真市

・中学生までの子どもに「おうち時間応援給付金」を支給
・休業要請支援金（府・市町村共同支援金）を支給

令和２年度３号補正（4/27）

・水道料金基本料金の50％減免
・小中学校の長期休業期間の補充学習等への支援のための学習支援員を配置
・門真市学校給食会への補助

令和２年度５号補正（6/18）

・かどまでPayPay！20%還元キャンペーン
・かどまトリプルＡステッカーを交付し、商業店舗を応援
・学校サポートスタッフ未配置校へ配置

令和２年度7号補正（7/30）

・新しい生活様式等に対応した活動をする自治会への補助
・文化活動を停滞させないためにルミエールホール利用料の50％補助
・コロナ禍で離職した市民を雇用した事業者への奨励金支給
・コロナ禍で離職した市民を雇用して、公園等の美化を実施
・妊娠・出産を迎える子育て世帯へ産後ママ育児パパ応援給付金を支給

令和２年度９号補正（9/18）

・ひとり親世帯臨時特別給付金の再支給

令和２年度12号補正（12/17）

・妊娠・出産を迎える子育て世帯へ産後ママ育児パパ応援給付金を支給
・病児・病後児保育利用料を従来の2,000円から500円に引き下げ
・コロナ禍で離職した市民を雇用して、公園等の美化を実施

令和３年度１号補正（3/18）

・オンラインによる情報発信を強化し、ウィズコロナ時代に適した情報発信体制を確保
・コロナ禍で離職した市民を雇用した事業者への奨励金支給

令和３年度４号補正（６/23）

・市内の中小企業等のうち国の月次支援金の対象とならない者に対して、中小企業者事業継
続支援金を給付

令和３年度８号補正（９/22）

・高齢者おでかけ応援として65歳以上の高齢者に5000円分のギフト券を配付

令和３年度10号補正（12/16）

・子育て世帯へ、18歳以下の児童１人につき10万円を支給

令和３年度12号補正（12/16）・令和３年度13号補正（12/17）

・住民税非課税世帯及び家計急変世帯へ、１世帯につき10万円を支給

令和３年度14号補正（12/27）

・放課後児童支援員等・保育士・幼稚園教諭等の収入を３％程度（月額９，０００円）引き上げ

令和３年度15号補正（1/26）

・ひとり親世帯生活支援特別給付金、ふたり親等世帯生活支援特別給付金を支給

令和４年度２号補正（5/20）

・全世帯を対象にプレミアム付商品券【プレミアム率30％(※)】を販売
※ 購入窓口でマイナンバーカードを提示した場合は62.5％のプレミアム率
・小規模商業者等販売促進支援事業を実施し、小規模飲食店等を応援
・門真市学校給食会への補助

令和４年度４号補正（６/６）

・住民税非課税世帯及び家計急変世帯へ、１世帯につき５万円を支給

令和４年度８号補正（９/27）

・安定的なサービス提供の確保を支援するために、障がい福祉事業所等、介護保険事業所等、保育所等、医
療機関等に支援金を支給
・22歳以下の市民を対象に、プレミアム付商品券（6,500円分）を配付

令和４年度９号補正（10/31）

・妊娠した方、出産した方へ、それぞれ５万円を支給

令和４年度11号補正（12/22）

・公共施設の指定管理者へ支援金を支給

令和４年度12号補正（２/１）
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（３）危機を乗り越え未来をつくる
①内外の消費需要を喚起する取組み
②未来に向けた持続可能な社会経済の構築

１．門真市新型コロナウイルス感染症対策 概要
新型コロナウイルスの感染拡大を防止し、市民のいのちと暮らしを守り抜くための総合的な取組みを実施

・テレワーク試行事業

令和２年度３号補正（4/27）

・ＧＩＧＡスクール構想推進事業の増額・追加
（ＧＩＧＡスクールサポーター配置、遠隔学習等の実施、１人１台端末（全児童生徒分に
拡充））

令和２年度５号補正（6/18）

・ＧＩＧＡスクール構想推進事業の増額・追加（小中学校特別教室のＬＡＮ環境整備）

令和２年度7号補正（7/30）

門真市

・ＧＩＧＡスクール構想推進事業の増額・追加（大型提示装置、家庭学習のための通信機
器整備、貸出用端末の設定変更、入出力支援装置の整備 など）
・庁内全面無線化及びＷＥＢ会議端末を導入し、消費生活相談、生活保護オンライン面談や
遠隔手話通訳を実施
・市内事業者へのＩＴ機器購入費用を補助
・製造業ポータルサイトのリニューアルをし、本市企業の技術力を発信
・教職員用デジタル教科書（小学校国語、算数）の導入
・教職員研修の動画作成をするための機器購入
・図書館電子書籍サービスの導入

令和２年度９号補正（9/18）

・ＧＩＧＡスクール構想推進事業の増額・追加（児童生徒「１人１台端末」の導入に係るヘル
プデスクの設置）
・公立保育所・認定こども園に保育支援システムを導入し、登園管理、保護者へのお知らせ等を
電子化
・公益財団法人関西フィルハーモニー管弦楽団によるコンサートの映像配信

令和２年度11号補正（12/17）

・ＧＩＧＡスクール構想推進事業の増額・追加（校内ＬＡＮ環境整の追加）
・個別最適な学力保障の実現のため、ＡＩドリルの導入
・庁内のＷｅｂ会議環境整備の拡充等

令和２年度12号補正（12/17）

・新しい生活様式に向けたアンケート調査事業
・家屋評価調書電子化事業
・市内事業者へのＩＴ機器購入費用を補助
・GIGAスクール構想推進事業（ヘルプデスク等整備）
・学力向上事業（AIドリルの運用、効果的な活用のための体制整備）
・図書館電子書籍サービスの継続実施

令和３年度１号補正（3/18）

・遠隔手話通訳設備を強化
・適応指導教室等運営事業（ネットワーク環境を整備）

令和３年度７号補正（９/22）

・証明書コンビニ交付サービスを拡充し、課税・所得証明を追加

令和３年度10号補正（12/16）

・ＬＩＮＥ公式アカウントにチャットボット機能等を追加し、一部手続きをオンライン化
・市民課窓口での手数料支払についてキャッシュレス決済に対応
・市民検診のオンライン予約システム、電子母子手帳の導入
・ＧＩＧＡスクール構想推進事業の増額・追加（集音マイク・Webカメラの整備）

令和４年度６号補正（９/６）
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○休業要請支援金(府・市町村共同支援金）

■新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う緊急事態措置により、休業要請等を受けて深刻な影響を被っている
中小企業・個人事業主を対象に、市町村と共同で休業要請支援金を交付。

対象者

支援金

次の①～➂のすべてを満たす中小企業、個人事業主
①大阪府内に主たる事業所を有していること。
②緊急事態措置期間中に休業要請等に全面的に協力いただいて
いること。（ただし、７日間の準備期間等を考慮し、令和２年４月２１日以降休業していれば対象）

③令和２年４月の売上が前年同月対比で５０％以上減少していること。

事業
規模

◇中小企業 1,000千円
◇個人事業主 500千円

◇約3億800万円（約1,200社）
府と市町村で
１/２ずつ負担

※5月のできるだけ
早い時期に支給開始

○おうち時間応援給付金

■新型コロナウイルス感染症対策に伴う学校・幼稚園等の長期休業により、影響を被っている家庭を応援するため、
「おうち時間応援給付金」を支給。

支給
対象

支給額

令和２年４月30日現在、門真市に住民登録がある０歳から中学生までの児童

支給対象の児童 １人につき１万円 ※令和２年５月下旬より順次振込

事業
実績

◇約1億2,322万円（約7,621世帯）

支援スキーム

門真市

児童手当受給者

※児童手当登録口座を活用

※市から受給していない方は
別途申請

振込

令和２年度

２．門真市新型コロナウイルス感染症対策 主な取組概要
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○かどまで商業店舗応援ステッカー交付事業
■感染防止対策を実施しつつ、事業継続に取り組む市内の小売業・サービス業の中小事業者に「かどまトリプルＡ
（安心・安全・新しい）ステッカー」を交付し、利用者が安心して利用できる店舗であることをお知らせするとともに、
対象店舗に10万円分の割引クーポンを提供する。

対象者

募集
店舗数

次の①～➂のすべてを満たす中小企業、個人事業主
①本市区域内に本社及び店舗を有する者で、（一社）日本フランチャイズチェーン協会に加盟
していない者
②暴力団、風俗営業等にいずれも該当しない者
③対象業種一覧に定める業種を営む者

事業
実績

100店舗

◇1,709万円（100店舗）

ご好評につき、受付終了！

○かどまでPayPay!20％還元事業

■市内のPayPay加盟店においてPayPay決済時に、PayPayボーナスが20％還元されるキャンペーンを実施する
ことで市内での消費を促し、市内経済の活性化を図るとともに、市内事業者のキャッシュレス決済導入を促進する。

実施
期間

還元
上限

令和２年９月１日（火）から９月30日（水）まで
令和３年１月５日（火）から２月28日（日）まで

１回あたり1,000円相当。期間中１アカウントあたり3000円相当まで

事業
実績

◇約5,233万円（加盟店903店舗）

支援スキーム

事業者

２．門真市新型コロナウイルス感染症対策 主な取組概要

市民 PayPay

① 導入② 利用

③ 20% 還元

支援スキーム

事業者

門真市

利用

市民

門真市

委託

申請

ステッカー・
クーポン交付

割引
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○緊急正規雇用・就労促進事業

■新型コロナウイルス感染症の影響による離職者等を雇用した中小企業者等に対し、奨励金を交付し、市内の
雇用の安定とさらなる「職住近接のまち」の推進する。

対象者

奨励金

次の①～➂のすべてを満たす市内中小企業者
① 令和２年４月７日以降に就労の場を失った本市在住者等を１名以上雇用したこと
② ①の労働者と一定の雇用契約を締結していること
③ 令和４年１月末日において、継続雇用し、かつ引き続き市内在住であること

事業
規模

１人につき20万円

◇令和２年度実績 約23万円（１人）
◇令和３年度予算 2,613万円

合同企業説明会・面接会を通じた雇用した場合は、
１人につき２万円追加！

○インフルエンザ予防接種事業

■新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの併発を防ぐため、高齢者インフルエンザ定期接種対象者、妊婦及び
乳幼児（生後６か月）～小学生に費用助成を行い、高齢者の重症化及び医療体制のひっ迫を防ぐ。

実施
期間

対象者

令和２年10月１日から令和３年１月31日まで

①65歳以上人 または 60歳以上65歳未満で心臓・腎臓・呼吸器・ヒト免疫不全ウイ
ルスによる身体障がい者手帳１級所持者

②妊婦又は乳幼児（生後６か月）～小学生６年生まで

補助額 ①自己負担1,000円を補助（※ 大阪府の補助金で実施）
②１回あたり1,500円を補助（※ 市単独で実施）

支援スキーム

２．門真市新型コロナウイルス感染症対策 主な取組概要

支援スキーム

事業者

離職者

雇用

高齢者・妊婦・乳幼児への
インフルエンザワクチン接種

≪両方のピークに備える必要≫

新型
コロナ

インフル
エンザ

新型コロナとインフルエンザの
併発による高齢者の重症化を防ぐ

医療提供体制のひっ迫を防ぐ

門真市

申請 奨励金

転入・在住

事業実績 ◇約1億1,936万円
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令和２年度



⑴中小法人
　 １事業所あたり　20万円
⑵個人事業主
　 １事業所あたり　10万円

中小企業者（市内に事業所を有する）

①業務委託

（受付・広報等）

門真市

委託先

②事業周知

（チラシ配布等）
③給付金申請

⑤支給/不給付

通知・支払

④随時

進捗報告

⑥実績

報告

○中小企業者事業継続支援金給付事業

■新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、事業活動に支障が生じている市内の中小企業等（中小法人・個人事業主）のうち、国の月次支援金の対象
とならない者に対して、事業の継続及び立て直しのための取組を支援するために、門真市中小企業者事業継続支援金（「以下、「支援金」）を給付する。

実施
期間

対象者

令和３年10月１日から令和４年１月31日まで

補助額

２．門真市新型コロナウイルス感染症対策 主な取組概要

下記のいずれも満たす中小企業・個人事業主であること。
⑴2021年３月31日までに設立した法人又は開業した個人事業
主であり、申請日時点において本市の区域内に事業所を有し、今
後も市内で事業活動を継続する者であること。
⑵中小企業基本法第２条第１項における会社または個人（以
下、「中小企業者」）であること。ただし、「みなし大企業」を除く。
⑶下記①又は②の売上減少要件を満たす者。
①別に定める期間の任意のひと月の売上高が前々年又は前年同
月と比較して、20％以上減少している者であること（月次支援金
給付対象者は対象外）。
②A：2019年又は2020年に設立又は開業した者

別に定める期間の任意のひと月の売上高が、設立or開業年
の１か月平均売上高

（設立年or開業年の年間売上高÷設立年or開業年の操
業月数）と比較して20％以上

減少している者。
B：2021年１月から2021年３月までに設立又は開業した者
別に定める期間の任意のひと月の売上高が、2021年１月～

３月までの平均売上高
（2021年１月～３月の売上高合計÷2021年１月～３

月の操業月数）と比較して20％
以上減少している者。 8

令和３年度



○高齢者おでかけ応援事業
■新型コロナウイルス感染症の影響を受けた65歳以上の高齢者に対しギフト券を送付し生活への直接支援を図る
とともに、９割の高齢者がワクチン接種を終えたタイミングで家に閉じこもりがちになっていた高齢者が買物等に出か
けるきっかけとすることで、高齢者の健康増進を図る。

支給
対象

支給
内容

門真市在住の65歳以上の高齢者

5,000円分のギフト券

事業
実績

◇約２億537万円（約36,000世帯）

２．門真市新型コロナウイルス感染症対策 主な取組概要

9

■コロナ禍において原油価格や物価高騰に直面する生活者の負担軽減に資する支援として、全世帯を対象に、プ
レミアム付商品券を発行することで、市民の生活支援を行うとともに、地域経済の活性化を図る。

支給
対象

販売
内容

①令和４年７月１日時点で門真市に住民登録のある世帯
②①のうち令和４年４月２日から９月30日までに出生した新生児がいる世帯

商品券１冊（6,500円分）を5,000円で販売(プレミアム率：30％)
※購入時にマイナンバーカードご提示の場合、4,000円で販売(プレミアム率：62.5%)

事業
効果

◇市内397店舗で約８億870万円の商品券が使用された

支援スキーム

門真市

市民

※令和４年７月１日に門真市に
住民登録がある世帯

※令和４年４月２日～９月30
日に出生した新生児がいる世帯

販売

令和４年度○門真市プレミアム付商品券発行事業

購入
可能数

支給対象①：２冊まで
支給対象②：上記２冊に加えて、新生児１人につき２冊まで追加購入可能

令和３年度

支援スキーム

門真市

65歳以上の市民

※12月１日に門真市に住民
登録があること

※令和４年４月１日時点で
65歳以上の方が対象



支援スキーム

門真市

教育・保育施設
幼稚園

補助

保護者

○保育所等給食費補助事業

■新型コロナウイルス感染症拡大の影響下において、保護者への経済的負担を最小限とするため、副食費の補助
を実施する。

支援
対象

支援
内容

３～５歳児を保育所等に預けている保護者

副食費の補助

事業
実績

◇副食費徴収免除者等を除く３歳～５歳時の副食費を市が負担した

２．門真市新型コロナウイルス感染症対策 主な取組概要

■市民の健診、相談等の健康管理業務全般における手続のオンライン化（Web予約の導入及び訪問相談等に
活用するタブレット端末の導入）や、母子手帳アプリを導入することにより、接触機会を低減し、新型コロナウイル
ス感染症対策を実施することに加え、市民の利便性を向上させる。

支援スキーム

令和４年度○健康管理業務改善事業

保護者負担を
実質的軽減

令和４年度

■けんしん予約システム
■母子手帳アプリ

10

門真市

市民

健診予約
健康相談 等

＜母子手帳アプリ＞

お母さんの妊娠経過や
子供の成長記録をはじ
め、予防接種のスケ
ジュール管理等、妊娠
から出産、子育てまで
をサポートするアプリ

＜けんしん予約システムAITEL(アイテル)＞

特定健診・集団検診等をスマホや
タブレットから予約が可能に



○テレワーク試行事業

■国の「新型コロナウイルス対策等を踏まえた地方公共団体におけるテレワークの導入の推進について」の要請に基づき、職員向けテレワークを実施する。

○水道料金基本料金の50％減免

■新型コロナウイルス感染症が市民生活に多大な影響を及ぼしている状況に鑑み、その対策として水道料金の減免を実施する。

期間 ７月～10月 内容 基本料金の50％を減免 基本料金（税込み） 1,082円/月 ⇒ 541円/月

○ＧＩＧＡスクール構想推進事業の増額・追加

■令和元年度より進められているＧＩＧＡスクール構想推進事業について、国の令和２年度補正予算第１号（新型コロナウイルス感染症緊急経済対策）
により、「１人１台端末」の早期実現やＧＩＧＡスクールサポーターの配置等を追加で実施する。

内容
・ＧＩＧＡスクールサポーター配置（５人）
・遠隔学習等の実施（遠隔学習用ヘッドホンセット、Ｚｏｏｍ教育用ライセンス）
・１人１台端末（全児童生徒分に拡充） など

○学習支援員配置事業

■国の令和２年度補正予算第１号（新型コロナウイルス感染症緊急経済対策）により、小中学校の長期休業期間の補充学習等への支援のため、
学習支援員を配置する。

○全児童生徒に冷感タオルを配付
■新型コロナウイルス対策に伴う小中学校の長期休業分の補充のため、８月授業実施に伴い、熱中症対策として全児童生徒に冷感タオルを配付する。

２．門真市新型コロナウイルス感染症対策 主な取組概要

○自宅療養者に対し、食料品及び日用品の調達及び配送
■新型コロナウイルス感染症により、自宅療養する者に対し、食料品及び日用品（療養パック）の調達及び配達を行うことにより、外出することなく自宅療養に
専念し、新型コロナウイルス感染症拡大防止を図る。
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令和４年度

令和２年度 令和３年度 令和４年度

令和２年度 令和３年度 令和４年度

令和２年度

令和３年度 令和４年度

令和２年度

令和２年度 令和３年度 ○テレワーク推進事業



○産後ママ育児パパ応援給付金の支給
■新型コロナウイルス感染症の影響により精神的及び経済的負担の大きい妊娠・出産を迎え、新生児を抱える子育て世帯への支援として、
令和２年５月１日以降に生まれた新生児１人につき１万円を支給

２．門真市新型コロナウイルス感染症対策 主な取組概要

○庁内全面無線化、WEB会議端末の導入
■３密対策を実施したより快適な空間の創造と新たな生活様式への対応として庁内ネットワークを全面無線化し、Web会議端末等を導入する。
オンラインでの消費生活相談や生活保護面談や遠隔手話通訳も可能となる。

○WEBツールを活用した企業の技術力を拡散
■「門真市の製造業ポータルサイト“ものづくりタウンかどま”」において、機能の充実を行い、大手企業とのオンライン商談会を開催することにより、市内企業の技術
力を域外に拡散し、受注獲得機会を創出する。

○電子書籍サービスを導入
■図書館非来館型の資料貸出返却事業となる電子書籍を導入する。

○公園等の美化を推進

■新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、離職を余儀なくされた失業者等を雇用し、公園等利用者の安全・安心の確保及び公園等施設の保護・保全、
景観の向上を図り、良好な環境を保持するため、公園等敷地内の除草及び清掃や周辺の側溝及び集水桝の汚泥清掃を行う。

○新しい事業活動のためのIT導入を促進

■市内事業者の「新しい生活様式」への対応を加速するため、関連するIT機器等の導入費用の一部を補助する。

内容 ・導入費用の２/３以内、助成上限額 200千円

○ＡＩドリルの導入
■新型コロナウイルスを想定した「新しい生活様式」での個別最適な学力保障の実現のため、ＡＩドリルを導入する。
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令和２年度 令和３年度

令和２年度

令和２年度 令和３年度 令和４年度

令和２年度 令和３年度 令和４年度

令和２年度 令和３年度 令和４年度

令和２年度



新型コロナウイルスを想定した「新しい生活様式」での個別最適な学力保
障の実現のため、ＡＩドリルの導入
全国的にみても、 小１から中３までの導入は先行的取組！

・児童生徒一人ひとりの学習用端末整備
・zoomライセンスの購入
・ＧＩＧＡサポートスタッフの配置
・校内無線ＬＡＮ整備
・大型提示装置の導入
・障がいのある児童生徒のための入出力支援装置の整備
・導入事前研修用端末の賃借に係る通信費
・緊急時等に家庭学習を支援するための端末貸出の整備 など

小学校の国語、算数において、教員がデジタル教科書を利用し、効果的
な授業を展開

小中学校の長期休業期間の補充学習等への支援のための学習支援員
を20人配置

３．コロナ禍における学びの環境の向上

感染症の発生等による学校の臨時休業等の緊急時においても子どもたちを誰一人取り残すことなく、
公正に個別最適化された学びを学校現場で持続的に実現させるため、学習環境を整備し、

子どもたちの学びを保障し、成長を育む取組みを推進

👉冷感タオルの配付

学校の教室の常時換気に伴う児童・生徒の熱中症対策のため、
熱中症対策冷感タオルを市内児童・生徒全員に配付する

👉学習支援員の配置拡充

👉学校サポートスタッフの配置拡充

感染症対策強化に伴う消毒等の教員負担の軽減のため、業務
サポートを行う学校サポートスタッフ未配置校３校へ１名ずつ配置

👉GIGAスクール構想の推進

👉学校予算配当事業

小中学校における感染症対策強化に伴う物品等を購入

👉校舎共用部分の消毒作業

感染症対策強化に伴う消毒等の教員負担の軽減のため、放課後
における校舎共用部分の消毒作業を業務委託

👉教職員用デジタル教科書の導入

👉教職員研修オンライン化

教職員研修の動画作成をするための機器等購入

👉ＡＩドリルの導入

13



４．新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 概要

交付限度額 15億3,829万4千円

令和２年度

総事業費 20億4,912万6千円

事業数 102事業

令和３年度

交付限度額 ６億3,602万7千円

総事業費 ８億3,878万6千円

事業数 57事業

令和４年度

交付限度額 10億9,095万1千円

総事業費 12億9,633万1千円

事業数 34事業
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